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において、①一斉講義（教員 50 ～ 60 分）→②
グループで授業中の課題の話し合い・発表（学
生 10 ～ 15 分、5 ～ 6 人グループ単位）→③補
足コメント（教員 5 ～ 10 分）→④当該課題に
ついて関係論文資料を読み課題レポート作成
（A5 サイズ 1 枚）を課す（教員、終了時、以
上 1 週目）⇒⑤課題レポート回収（教員、授業
冒頭で、以上２週目）⇒⑥明解な課題レポート
紹介・解説（教員、授業冒頭 5 ～ 10 分、以上























































六法（平成 28 度版）』学陽書房（2016 年） 姉崎
洋一・荒牧重人他編『解説 教育六法（平成 28
度版）』三省堂（2016 年）、平原春好・寺﨑昌男
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活」から捉え、真理・真実の認識を育てる教育
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空間、実生活と結合する教育空間、自他の共同
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性と主体性を育てる集団の教育空間
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